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2011年4月21日、米国財務会計基準審議会

（FASB）と国際会計基準審議会（IASB）は、

共同で「IASBとFASBのコンバージェンス作

業に関する進捗報告書」（以下「本報告書」と

いう。）を公表した。コンバージェンス作業に

関する進捗報告の公表は、今回で4回目となる。

本稿では、本報告書について解説する。

FASBのボード・メンバーやスタッフが、個人

の見解を表明することは奨励されており、本稿

では筆者個人の見解が表明されている。会計上

の問題に関するFASBとIASBの公式見解は、

それぞれのボードの厳正なデュー・プロセス、

審議を経たものに限られている。

前回、2010年11月に進捗報告書を公表して

からの変更点として、本報告書は次の4点を挙

げている。

�プロジェクトの完了

�一部のプロジェクトの優先

�完了目標日の延期

�発効日に関する決定

【プロジェクトの完了】

FASBとIASBは、次のプロジェクトについ

ては審議が完了し、今後数週間のうちに収斂し

た会計基準を公表する予定であると述べている。

�公正価値測定

�連結財務諸表

�共同契約

�その他の包括利益

�退職後給付

【一部のプロジェクトの優先】

FASBと IASBは、2010年 11月の進捗報告

書において一部のプロジェクトの審議を延期す

ることを公表しているが、その結果、次のプロ

ジェクトが優先プロジェクトとなっている。

�金融商品

�収益認識

�リース

�保険契約

保険契約を除く3つのプロジェクトは、MoU

プロジェクトである。

【完了目標日の延期】

FASBとIASBは、市場関係者の懸念に配慮

した高品質の会計基準を開発するため、優先プ

ロジェクトの完了目標日を2011年6月よりも

遅らせている。FASBとIASBは、最終基準を
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公表する前に、次の点を考慮する予定である。

�会計基準案を再公開する必要があるかどうか

�会計基準案が運用可能であり、財務報告の改

善をもたらしていることを確実にするため、

十分なアウトリーチを実施しているかどうか

優先プロジェクトのうち、3つのMoUプロ

ジェクトについては、2011年の後半に最終基

準を公表する予定である。保険契約については、

IASBが 2011年の後半に最終基準を公表する

予定であるのに対し、FASBは同じ時期に公開

草案を公表する予定である。

【発効日に関する決定】

FASBとIASBは、米国会計基準を採用する

企業と国際財務報告基準（IFRSs）を採用する

企業が、新会計基準の導入に備えて十分な時間

をとることができるよう、発効日を決定するこ

とで合意している。

【金融商品】

金融商品については、減損と相殺表示に関連

する部分については共同で審議を行っているが、

その他の部分については、FASBとIASBで異

なるアプローチにより審議を行っている。減損

については、今後数か月のうちに審議を完了す

る予定であり、その後、会計基準案を再公開す

る必要があるかどうかの検討を行う予定である。

金融資産と金融負債の分類と測定については、

FASBは、寄せられたコメントに基づき、公開

草案の主要な提案を再審議しているところであ

る。2011年の第3四半期に審議を完了する予

定であり、その後、会計基準案を再公開する必

要があるかどうかの検討を行う予定である。こ

れに対し、IASBは、金融商品に関する収斂さ

れた会計基準を開発すべく、FASBが採用する

アプローチについて市場関係者から意見を求め

る予定である。

ヘッジ会計に関して、IASBは新しいアプロー

チを提案する公開草案を公表しているが、この

公開草案に対するコメントの審議にFASBも参

加する予定である。FASBがヘッジ会計を変更

することを決めた場合には、公開草案を公表す

ることになる。

【収益認識とリース】

収益認識とリースのプロジェクトについては、

それぞれの公開草案に対して寄せられたコメン

トを検討し、これらのコメントに従い、いくつ

かの点で変更を行うことを決定している。審議

は2011年6月までに完了する予定であり、そ

の後、会計基準案を再公開する必要があるかど

うかの検討を行う予定である。

【保険契約】

FASBが審議に参加した時期が遅かったため、

IASBが公開草案を公表したときにFASBは討

議資料を公表した。これらのデュー・プロセス

文書に対するコメントを共同で検討しており、

主要な論点については2011年6月までに結論

を出したいと考えている。しかし、一部の論点

については、夏まで手がつかない可能性がある。

FASBは公開草案を公表しなければならない

ため、米国会計基準においては、保険契約に関

する最終基準が2012年まで公表されない可能

性が高い。

最後に、今後数週間のうちに最終基準が公表

される予定になっている2つのプロジェクトに

ついて、米国会計基準からみた影響について紹

介することとしたい。
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まず、公正価値測定については、米国会計基

準を採用する企業に大きな変更を要求するもの

ではないが、公正価値測定が会計基準において

要求される場合の測定方法について、IFRSsと

の間で会計基準が完全に収斂することになる。

これに対し、その他の包括利益の表示につい

ては、米国会計基準を採用する企業に大きな変

更をもたらすことになる。現在、ほとんどの企

業がその他の包括利益を持分変動計算書におい

て表示しているが、この方法は今後認められな

くなり、単一の計算書または連続する2計算書

において表示することが要求されることになる。
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